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2000年 11月 28日

於国立民族学博物館

喉歌フーミーとモンゴル(人民共和)国の芸能政策

―現代モンゴル・フーミーの成立―

上村明

０．はじめに

　モンゴル人民共和国の国民統合において、「芸能」は重要な役割を担ってきた。本発表は、モ

ンゴル(人民共和)国の芸能政策のなかで、現在おこなわれているモンゴル・フーミーのスタイル

が、どのように形成されてきたかを明らかにしようとする。

１．アルタイ山脈周辺の歴史と民族  人々の移動（戦争･婚姻などによる）・文化の移動

モンゴル帝国時代 ○森の民（狩猟が主＋遊牧）の位置づけ

北元以降 1368- オイラド～ジュンガル(西モンゴル)の支配

○バシキールの一部は一時ジュンガルにしたがう

○1630年ごろ、トルゴードがボルガ川流域に移動

　1771年、新疆に戻る→残ったのがカルムィク

清朝 現在の民族分類の大枠ができる

ジュンガル征服後、オリアンハイ（ウリヤンハイ）三部に分ける

　①タンヌ･オリアンハイ部　トゥバ共和国とフブスグル湖地方

　②アルタイ･オリアンハイ部　モンゴル国と中国新疆のアルタイ

山脈地方

③アルタイノール･オリアンハイ部

　アルタイ共和国南部

ロシア革命以降(1917-) 民族名称つき国家の成立

＊新しい民族-国民 (íàöèÿ) と民族-国民文化の創造

２．モンゴル人民共和国の芸能政策　近代国家建設の手段としての「芸能」

　20年代～40 年代（革命初期）　芸能は「革命の武器」

「印刷資本主義」の欠如(革命前の識字率 0.7％)

　 「クラブ」が行政単位ごとに作られ、党の指導によりアマチュア芸能者が組織。

スターリン･テーゼの実践

「民族形式をもちかつ革命的内容をもつ良質の芸能運動を中央･地方に組織し、それに

より封建的・マンジュ的残滓を完全に除去するとともに、民衆の革命的文化を急速に

発展させることは、今日党政府の直面する重要課題の中でもとくに重要である」

1935年第 11 回(人民革命)党中央委員会幹部会議決議
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　50年代～60 年代（社会主義建設期）　あたらしい民族(国民)文化の創造

アマチュア芸能者コンテスト 才能あるアマチュア芸能者の発掘

大衆運動としての動員の規模の拡大

「経済、文化、科学の発達と、発展しつつある社会主義部門の活動、指導者たちの創

造的業績、モンゴル=ソ連および民主化された国々との友好関係を描いた新しい作品を

創造する」

1956年『全国規模のアマチュア才能者コンテストを行う』党中央委員会政治局決議

　70年代～80 年代(社会主義成熟期　テレビ･ラジオ時代)

「伝統」芸能あるいは「純粋な」民間芸能の探求

アマチュア芸能コンテストの性格の変化

　1983年第 1 回「民間伝統芸能祭」“Àðäûí ÿçãóóð óðëàãèéí íààäàì”

　『「民族」芸能』から『「ルーツ」芸能』の発掘

「本当の」(authentic)「土地にむすびついた根っこ」の芸能

革命の武器から自分たちのルーツ探求・アイデンティティ発見の手段へ

　芸能としての完成度の要求

地方から中央へのピラミッド型の選抜方式

　　―＞　芸能者に対する「芸術性」と「土着性」両方の要求

「人民の歌謡・音楽・舞踊などを収集する芸能研究者の調査を年一回行う」

1982年党中央委員会発令公的任務第 54 号

３．現代モンゴル･フーミーの成立

　モンゴル・フーミー(フーメイ)の原型

山や川など自分の生まれた土地を太い声で称えてから、フーミーを歌う

例　ゲンデン(バヤド人) 1951 年「人民革命 30 周年アマチュア芸能者大会」

Àëòàé õàíãàé íóòàãòàé áèëýý アルタイ・ハンガイの故郷をもつ

Àðâàí áàÿä óãñààòàí áèëýý 十バヤド人の血筋なり

というような歌詞の各行につづけてフーミーを歌っていた。

　＊　歌詞を歌う部分は、英雄叙事詩の語り方「ハイラハ」に類似、テンポより速い

　＊　フーミーを歌う長さ　一回の息継ぎの長さ

　合唱曲のなかのフーミー・パート　『アルタイ・ハン讃詞』Ｄ・ロブサンシャラブ編曲

ホブド県チャンダマニ郡ツェデー　1954 年「ホブド県文化芸能旬間」（首都開催）

Ｄ・ロブサンシャラブ (1926-)　モンゴルの国民的作曲家、ソ連の

Ô.È.Êëåøêîの指導のもとに合唱曲（和声）を学び、1952-54年ホ
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ブド歌劇場で和声を教える

＊　歌詞～フーミーという時系列的なスタイルを合唱曲という和声のスタイルに変換

→フーミー・パートはフーミーだけを歌う

 

　現代モンゴル・フーミーの創出

国立歌劇場所属Ｇ・チミドドルジ

ツェデーのフーミーに注目、ボギノ・ドー(短い歌)と呼ばれるモンゴル民謡の歌詞

を歌わずメロディーだけをフーミーで歌う(独唱)スタイルを創出。フーミー・パー

トの独立化。

「フーメイの新段階」（Ｊ・バドラー）

＊ フーミー歌う長さがのびた。

＊ さまざまなメロディーを美しくフーミーで歌う基礎ができた

○ソ連からの合唱形式の導入を機に生まれた新しい「民族文化」の例

　党中央委員会政治局も高く評価

（モンゴルの伝統的な宴で歌われる歌での斉唱形式を基礎にして、あたらしい合唱文

化を形成しようという意図があった。現代フーミーの成立はその副産物。）

４．フーミーについての本質主義的言説の形成

1982年製作テレビ・ドキュメンタリー『モンゴル・フーメイ』脚本Ｊ・バドラー

　その後のフーミーについての言説の典拠になるドキュメンタリー

＊ホブド県チャンダマニ郡での撮影

＊ツォールの演奏「エーウ川の流れ」の挿入による起源伝説の流用

＊ツェレンダワー 習得のむずかしさ(一月食べ物がのどを通らなかった)

フーミーの分類

ハルヒラー

鼻・口蓋・喉・咽頭・胸腔のフーミー

「アルタイ讃詞」実演

Ｊ・バドラー 1983 年 1988 年の「民間伝統芸能祭」のプログラムの作成者

「民間伝統芸能」 “àðäûí ÿçãóóð óðëàã”という用語の発案者？

「近代になされた革新にくらべて、より多くの伝統的で淘汰された

要素が残されているもの」「英語では“authentic folkart”にあたる」

→「真正さ」“authenticity”の概念の導入

「古典 Selected 伝統芸能」としての「フーミー」と「オルティン・ドー」の

国際的舞台への紹介者
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近代的モンゴル・ナショナリズムの概念装置を創出してきたひとり

「母国=モンゴル」という情緒的概念装置

―ソ連からの導入 “Ìàòü Ðîññèÿ” “Ðîäèíà-ìàòü”

｢ 熱 き 身 内 の わ が 故 郷 ｣ “Õàëóóí ýëãýí íóòàã ìèíü”( 曲

Ö.Íàìñðàéæàâ, 60 年代初め)の作詞者

身体の内より結ばれた

（第２節以下は「肝臓」「心臓」で置き換えられる）

愛するモンゴルのわが故郷

父母と運命で結ばれた

わが至宝の金のゆりかご

＊自己と国家との関係を血のつながりによって表象した最初の歌

→「フーミー」の本質主義的言説の創出に十分な資格

５．ポスト社会主義時代(90 年代から)のフーミー

「芸能」の国際市場での流通　国家の名前を張られパッケージ化される

　 ○「フーミー」のユネスコに対するモンゴル国による著作権の主張

○その起源とされる英雄叙事詩の語りへの注目

現代フーミーの基礎となった「アルタイ讃詞」を伝統的なうたい方で歌う

叙事詩の語り手Ｂ・アビルメドが 1991 年国家賞を授与される

1996年「中央アジア叙事詩シンポジウム・フェスティバル」

→｢フーミー｣がモンゴル国伝統の「真正な」芸能から生まれたという主張

○芸能としての完成度の要求さらに強まる

→「真正さ」を主張する叙事詩の語り手と「芸術性」をになう職業芸能者

との役割分担・すみわけ

＊「伝統的」な語りにもとづき、しかも国際市場にも通用する語り手=フーミー歌手

の登場―ロシア・カルムィキア共和国(ハリマグ･タンガチ･オルス)のオクナ･ツァガ

ーンザムの例

６．おわりに

　ユネスコの世界遺産に無形文化財を登録するプログラムが開始されており、モンゴル・フーミ

ーとトゥバ・フーメイの「本家」あるいは「元祖」論争(?)は活発化しそう。「伝統」の成立の過

程の「学問的」解明は、「暴露」的な言説になりがちで、記述の対象となる人々の「自己を表象

する権利」の問題に抵触する可能性がある。いっぽうで、現代の国民統合には「科学的」根拠が

必要で、フーミー、フーメイの学問的研究も続ける必要がある。
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表１　アルタイ山脈周辺の nation と「喉歌」
英雄叙事詩( 高
音のないﾎｰﾐｰ )

ホーミー ツォール

(高音は笛で)
山の主

ｱﾙﾀｲ・ｵﾘｱﾝ
ﾊｲ(モンゴル
国・新疆)

òóóëü(名詞)
õàéëàõ(動詞)

õººìèé
õººìýé

öóóð àëòàéí
ýçýí

ツォールの伝説

叙事詩は「主」に捧げる

トゥバ (共
和国)

òîîë
õàéëàð

õººìåé øîîð äàã ýýçè

ア ル タ イ
(共和国) êàé øîîð òàã ýýçè

ｱﾙﾀｲ・ｵﾘｱﾝﾊｲに共通の

ツォールの伝説の存在

ショル(ロ
シア連邦ケ

メロヴォ州)
êàé òàã ýýçè

ハカス(共和
国) õàé õàé òàã ýýçè

ｱﾙﾀｲ・ｵﾘｱﾝﾊｲに類似の

トブショールの伝説の存

在

カルムィク

(ハリマグ・
タンガチ・オ

ルス)

óò òóóëü

バシキール

(バシコルト
スタン共和

国)

uzlyau kuray

表２　モンゴル(人民共和)国略年表

1911　清朝からの独立宣言。

1921　人民革命

1924　人民共和国制移行。

1931　「モンゴルラジオ」設立。

1939　ハルハ河会戦（ノモンハン事件）

1967　首都でテレビ放送開始。

1979　都市人口、全人口の 2分の 1を上回る。

1989　牧畜従事者数、全就労人口の 3分の 1を割り込む。

1990　複数政党制導入。

1992　新憲法制定。モンゴル人民共和国からモンゴル国に。

Ｊ・バドラー Æàìöûí Áàäðàà(1926-199?)略歴

作詞家でもある、民俗音楽研究者のＪ・バドラーは、1926 年フブスグル県ブレンハーン・ソム

生まれ。1948年に人民革命党入党。モンゴル国立大学 1950 年卒。著作活動は 1959年から始め

る。学校教師、国家ラジオ委員会編集者、新聞･雑誌の文学分野担当などを経る。その後、イン

ドに留学、ヒンディー文学を専攻し、タゴールの詩などを翻訳する。1983 年の第 1 回「民間伝

統芸能祭」のプログラムを作成。現在のモンゴル人の愛唱歌となっている数多くの歌詞を作詞し

た。
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“Æàíhð” Îêíà Öàhàí çàì（「ジャンガル」オクナ・ツァガーンザム）
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B.アビルメド氏略歴

1935　モンゴル国西部ホブド・アイマグ、マンハン･ソム生まれ。アルタイ・オリアンハイとい

うエスニック集団に属する。母方の祖父は有名な英雄叙事詩の語り手、ジルケル。

1947　4年制学校卒業

1955ごろ～　父方の伯父シレンデブの付き人となる

1971　革命 50 周年「アマチュア芸能コンテスト」叙事詩部門金メダル

1981　革命 60 周年記念「全人民芸術コンテスト」金メダル

1982　５月　「労働者大芸術祭」金メダル

　　　12 月　第 1 回「全国伝統芸術祭」金賞

1983　「ホブド市開催西部アイマグ伝統芸術古参芸能者大会」参加

1992　国家栄誉賞受賞

1998　死去
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地図

等々力 p.151 より


